
俳　句 短　歌開成俳句会 ともしび短歌会 十二月詠一月吟

明
日
の
こ
と
明
日
考
へ
る
柚ゆ

子ず

湯ゆ

か
な	

遠
藤
ま
つ
子

　
　
　
　
　
　

一
年
で
最
も
昼
の
短
い
冬
至
の
日
の
風
呂
に
柚
子
を
浮
か
べ
、
体
を
温
め
無

　
　
　
　
　

病
息
災
を
願
う
江
戸
時
代
よ
り
あ
る
風
習
で
冬
至
風
呂
と
も
言
う
。
日
頃
家
事

　
　
　
　
　

に
忙
し
い
主
婦
の
実
感
句
と
し
て
賛
同
多
く
殿
方
に
通
じ
、
柚
子
の
香
る
中
で

　
　
　
　
　

作
者
の
小
さ
な
決
意
を
感
じ
取
れ
た
心
地
よ
い
生
活
句
と
し
て
讃
え
ま
す
。

	

新
井
た
か
志　

選
評

借
景
に
遠
富
士
配
す
梅
の
里	

波
多
野
す
み
枝

福
笑
そ
っ
と
目
を
あ
け
笑
ひ
た
る	

有
賀　

孝
子

手
招
き
の
お
い
で
お
い
で
の
障
子
影	

瀬
戸　

悦
子

紅
梅
の
澄
み
ゆ
く
空
に
咲
き
揃
う	

下
澤　

操
子

冬
う
ら
ら
遠
富
士
眺
む
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス	

奥
津
ち
わ
き

晴
天
や
富
士
の
裾
ま
で
冴
返
る	

遠
藤
マ
ツ
エ

梅
が
香
や
鉄
扉
は
固
く
閉
ざ
さ
れ
て	

遠
藤
シ
ヅ
子

佛
像
の
伏
し
目
穏
や
か
梅
日
和	

遠
藤
美
津
子

盆
梅
の
今
年
も
咲
き
て
良
き
日
な
り	

濱
本　

主
雄

紅
梅
や
僧
の
頭つ

む
り

の
見
え
隠
れ	

選
者
吟　
　

新
井
た
か
志　

選

影
長
く
引
き
つ
つ
稲い

な

藁わ
ら

積
む
人
を

　
　
　
　
　
　

今
日
も
急せ

か
せ
る
釣つ

る

瓶べ

落お

と
し
は	

諸
星　

末
子

　
　
　
　
　
　

脱
穀
後
の
稲
藁
を
忙せ

わ

し
げ
に
積
む
人
々
の
様
子
を
描
出
。「
影
長
く
引
き
つ
つ
」

　
　
　
　
　

と
四
句
目
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
季
と
期
限
付
き
で
の
作
業
性
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
　

そ
の
訳
が
結
句
で一
気
に
判
明
。
構
成
も
良
く
洗
練
さ
れ
た
秀
歌
。

　
　
　
　
　
　
※
釣
瓶
落
と
し
＝
釣
瓶
を
井
戸
の
中
に
落
と
す
時
の
よ
う
に
、
急
速
に
落
ち
る
こ
と
。
多

　
　
　
　
　
　

く
、
秋
の
日
の
暮
れ
や
す
い
こ
と
の
た
と
え
に
い
う
。「
秋
の
日
は
釣
瓶
落
と
し
」。

冠く
わ
ん

雪せ
つ

の
富
士
山
眺
め
時
忘
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　

御み

胎た
い

内な
い

の
湯
に
仲
間
と
浸つ

か
り
て	

府
川
ハ
ツ
エ

　
　
　
　
　
　

至
福
の
ひ
と
時
を
味
わ
う
の
は
人
様
々
で
あ
ろ
う
。
作
者
は
、
冠
雪
の
富
士

　
　
　
　
　

山
を
気
心
知
れ
た
仲
間
と
一
緒
に
温
泉
に
浸
か
り
な
が
ら
眺
め
る
時
だ
と
捉

　
　
　
　
　

え
た
。
場
所
が
具
体
的
で
、
心
身
共
に
癒
さ
れ
て
い
る
様
が
目
に
浮
か
ぶ
歌
。

　
　
　
　
　
　

※
御
胎
内
の
湯
＝
静
岡
県
御
殿
場
市
に
あ
る
天
然
温
泉
。
富
士
山
の
眺
望
に
適
し
た
温
泉
場
。

戦
中
時
飼
育
せ
る
兎

う
さ
ぎ

食
用
に

　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
五
年
の
忘
れ
得
ぬ
秋	

石
井
は
ま
江

　
　
　
　
　
　

戦
時
中
、
軍
馬
・
上
野
の
象
な
ど
も
食
糧
難
で
薬
殺
さ
れ
た
と
聞
く
。
作
者
が

　
　
　
　
　

小
学
五
年
の
秋
、
帰
宅
し
た
ら
、
飼
育
中
の
兎
が
夕
食
の
膳ぜ

ん

に
上の

ぼ

っ
て
い
た
。
こ

　
　
　
　
　

の
件
を
機
に
、
動
物
愛
護
の
心
は
一
生
を
貫
く
原
点
に
な
っ
た
と
い
う
。

	

近
藤　

正
臣　

選

　

開
成
町
の
特
産
品
・
い
ち
ご
は
富

士
山
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
寒
川
か

ら
福ふ

く

羽ば

い
ち
ご
苗
を
購
入
し
、
辻
村

常
明
氏
ほ
か
二
〇
名
に
よ
り
栽
培
さ

れ
た
の
が
町
の
い
ち
ご
栽
培
の
始
ま

り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
は
酒

匂
川
の
玉
石
の
輻ふ

く

射し
ゃ

熱ね
つ

を
利
用
し
た

「
石
垣
栽
培
」
で
作
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）年
、小
田

原
・
開
成
地
区
の
連
合
会（
露
木
甚

造
会
長
）が
結
成
さ
れ
、
出
荷
も
自

動
車
輸
送
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
四

〇
年
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
が
導
入

さ
れ
、
管
理
の
省
力
化
と
品
質
・
収

量
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

質
・
収
穫
量
と
も
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

更
に
出
荷
時
期
の
調
整
を
図
る
た

め
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
富
士
山
麓

周
辺
へ
の
高
冷
地
促
成
育
苗
（
山
上

げ
）
が
始
ま
り
ま
す
。
四
十
五
戸
の

賛
同
農
家
が
、
栽
培
の
約
半
分
の
二

十
万
株
を
山
上
げ
し
ま
し
た
。
農
協

の
広
報
誌
『
農
協
あ
し
が
ら
（
昭
和

四
十
七
年
九
月
発
行
）
』
に
よ
る
と
、

「
富
士
山
麓
標
高
一
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
早
期
出
荷
を
め
ざ
し
て
八
月
二
十

二
日
午
前
四
時
、
昨
夜
準
備
し
て
い

た
福
羽
い
ち
ご
の
苗
の
積
み
込
み
が

始
ま
っ
た
。
苗
は
三
台
の
ト
ラ
ッ
ク

に
、
人
は
大
型
の
貸
し
切
り
バ
ス
で
。

―
中
略
―
午
前
七
時
、
着
い
た
と
こ

ろ
は
、
山
梨
県
西
八
代
郡
上
九
一
色

村
富ふ

士じ

嶺が
ね

。
」
と
あ
り
ま
す
。
大
変

な
苦
労
の
中
、
よ
り
早
く
花
芽
を
つ

け
さ
せ
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
頃
に
は
立

派
な
開
成
の
い
ち
ご
が
東
京
の
築
地

市
場
へ
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
は

技
術
が
進
み
山
上
げ
は
さ
れ
ず
に
章あ

き

姫ひ
め

等
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
産
業
フ
ェ
ス
タ
に
も
出
店
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
召
し
上
が
っ
た
方

も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
文
化
財
保
護
委
員
会　

府
川・島
村
）

参
考
文
献
『
あ
し
が
ら
農
協
二
十
年
の
歩
み
』

開成町と富士山
富士山が世界文化遺産に登録されたことに合わせて、
「開成町と富士山」シリーズを連載しています。おたのしみください。

富
士
山
と

　
　

町
の
い
ち
ご

（その11）
レポート子育て支援情報

楽しみが増えたね　子育て期は、何かと必要な物が多いですが、子どもの
成長とともに不用になる物があります。また、少しの期間し
か使わない物は、リサイクル品を活用したいと思う方もいる
と思います。この掲示板は、不用になった物を再利用して
いただくための情報交換の場です。ぜひご活用ください。
設置場所　役場1階、町民センター2階、HP
注意事項など　この掲示板への情報登録は、子ども用
　　　　　　品に限ったものではありません。町は不用
　　　　　　品の情報を提供するのみで、交渉などは
　　　　　　必ず本人同士で行っていただきます。物品
　　　　　　の受け渡しなどについては、当事者間の
　　　　　　責任において行なってください。また、不用
　　　　　　品（受け渡し後も含む）に関する故障、苦
　　　　　　情などの問題が発生した場合は、当事者
　　　　　　間で協議の上、解決してください。町では
　　　　　　一切関与しませんのでご注意ください。

　1年生の生活科の学習で、新しく出来た公園に遊びに
行ってきました。この日の朝は冷え込みが厳しく、公園に着
くなり、「見て、霜柱があるよ。冷たい」「こんな形の霜柱も
あるよ」と、冬を肌で感じているようでした。公園がいつまで
もきれいであるように、「大切に使わなくちゃ」ということにも
気付きました。楽しみがまた一つ増えました。

問　教育総務課　☎82-5221

問　環境防災課　☎84-0314 問　開成南小学校　☎83-2250

いちご苗の山上げ         　　         　　　
（「農協あしがら」昭和47年9月10日発行より）

図書室だより〈2月〉
町民センター３階

【開室時間】火〜金曜日　10：00〜20：30　
　　　　　　土・日曜日　10：00〜17：00

【休 室 日】毎週月曜日
祝日  11日　10:00～17:00

※貸し出し冊数は４冊まで、期限は２週間です

今月のこの１冊

みんな集まれ！子どもの広場・おはなし会

毎月１日は、【開成ファミリー読書デー】
家族みんなで本を読もう！

●家庭・地域・学校などでの読書活動を推進するため、
開成町では毎月１日を「開成ファミリー読書デー」にし、
読書活動を推進します。

◇子どもの広場
　内　容　「ゆらゆらおひなさま」をつくります
　日　時　2 月 21 日㈯　10：00 ～
　持ち物　はさみ、カラーペン　
　対　象　5 歳～（未就学児は保護者同伴）
　場　所　町民センター２階　小会議室 A
　　申し込みは直接図書室へ　または、☎ 82-5221

◇おはなし会（第２土曜日、第３水曜日）
　日　時　2 月 14 日㈯　10：30 ～
　　　　　2 月 18 日㈬　15：00 ～　
　場　所　町民センター３階図書室　　
　　申し込みはいりません

　まなのおかあさんは、いもうとのちいちゃんのせ
わで、このごろとってもいそがしそうです。まなは
しかたなく、ひとりであそんでいたのに、うっかり
ちいちゃんをなかせて、おこられてしまいました。
　「おかあさんは、いつもちい
ちゃんばっかり…」とおこった
まなは、いえですることにきめ
ました。
　そとにはゆきがふっています。
おかあさんは、まなのてがみに
きがついて、むかえにきてくれ
るのでしょうか。

●　一　般　書　●
・インドクリスタル	 篠

し の

田
だ

節
せ つ

子
こ

・世界で最初の音　	 白
し ら

川
か わ

道
とおる

・悲恋　日野富子異聞	 鳥
と り

越
ご え

碧
みどり

・峠しぐれ	 葉
は

室
む ろ

麟
り ん

・あなたは、誰かの大切な人	 原
は ら

田
だ

マハ
・晩鐘	 佐

さ

藤
と う

愛
あ い

子
こ

・ありふれた祈り	 ウィリアム･ケント･クルーガー
●　児　童　書　●

・影なし山のりん	 宇
う

佐
さ

美
み

敬
け い

子
こ

・いつでもしろくま	 斉
さ い

藤
と う

洋
ひろし

・トロルとにひきのいたずらこやぎ	 松
ま つ

居
い

スーザン
・へのかっぱ	 飯

い い

野
の

和
か ず

好
よ し

・どうするジョージ！	 クリス・ホートン

ゆきのひのいえで まるやま　あやこ　著
　　

＊文　芸

新しく購入した図書（主なもの）

リサイクル品情報掲示板

篭崎公園で遊ぶ1年生児童
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